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会議録 

会議の名称 平成21年度 西東京市青少年問題協議会 第2回 

開催日時 平成21年7月9日（木曜日） 午前10時00分から午前11時50分まで 

開催場所 田無庁舎3階 庁議室 

出席者 

委員：金原委員、栗原委員、嶋田委員、鈴木委員、住田委員、中野委
員、納田委員、本間委員、松井委員、真鍋委員、森（信）委員（五十音
順） 
※欠席；福間委員、細田委員、堀尾委員 
事務局：大川子育て支援部長 
子育て支援課：森下課長、萩原主幹兼調整係長、矢部調整係主事、松下
調整係主事 
児童青少年課；齋藤課長 

議題 
1 「青少年の育ちを見守り、支援する 青少年の自立に向けた支援の方
向性」提言（案）について 

2 その他 

会議資料の
名称 

・会議次第 
・「西東京市青少年問題協議会」事務局名簿 平成21年7月1日現在 
・「青少年の育ちを見守り、支援する 青少年の自立に向けた支援の方 
向性」提言（案） 

・青少年問題協議会委員と青少年育成会との意見交換会（平成21年6月27
日実施） 
・平成21年西東京市青少年問題協議会（第1回）会議録 

記録方法 発言者の発言内容ごとの要点記録  

会議内容 

○萩原主幹 
定刻となったので、協議会を始めたいと思う。まずは座長よりご挨拶をいただきた

い。 
○座長 
挨拶 

○事務局 
 続いて欠席者の報告などをしたい。 
 
欠席者報告 
新職員紹介 
資料説明および報告 
 
○座長 
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第16回子どもたちからの人権メッセージ発表会が9月12日保谷こもれびホールで開催
される。多摩東地区の発表会であり、西東京市の小学生も大勢参加している。是非、足
を運んでいただきたい。 
それでは議題に入る前に、前回の会議録の承認をおこないたい。皆様のご意見により

修正し、最終会議録とさせていただきたい。 
○委員一同 
 異議なし。 
○座長 
 それでは最終決定会議録とさせていただきたい。 
つづいて議題「青少年の育ちを見守り、支援する 青少年の自立に向けた支援の方向

性」提言（案）について移りたい。 
前回の会議で皆様にたくさんのご意見をいただきそれを基に修正した。 
専門部会を開催し修正案をつめた。 
では専門部会長より提言（案）のご説明をいただきたい。 

○A委員 
 前回皆様よりご意見等事務局にご連絡いただいた。 
「です・ます調」に直す点、J委員や座長の発言を踏まえ、内容的にはほとんど変え

ないで修正してみた。 
○座長 
 皆様ご一読願いたい。 
○A委員 
ご意見があればうかがいたい。 

○事務局 
前回ご指摘のありました点について、確認させていただきたい。 

 
指摘事項の確認 
 
○座長 
皆様の意見を基に改良・改正点を加え、今日の提言となった。皆様いかがか。 

○委員一同 
異議なし。 

○B委員 
2ページの「コンビニかネットショップで買えるという便利性が、「人間関係」をつ

くる必要性そのものを否定しているのでしょうか。」の｢便利性｣を「利便性」に替えた
方がいいように思うが。 
○座長 
では2ページの「コンビニかネットショップで買えるという利便性が、「人間関係」

をつくる必要性そのものを否定しているのでしょうか。」でよろしいか。 
○委員一同 
異議なし。 

○C委員 
2ページ、3青少年問題の源の最後に書かれている「重篤化すると自殺を考えたり、犯

罪に走ったりするケースもあるでしょう。」ではなく「重篤化すると自殺を考えたり、
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犯罪に走ったりすりケースもありえます。」の方がいいように思うが。 
○座長 
A委員はいかがか。 

○A委員 
青少年の源で実際問題、自殺などがあるわけですから断定的に「ある」でおかしくな

いと思う。 
○座長 
では「あります」に替えさせていただきたい。 

○事務局 
提言書の追加訂正をさせていただきたい。 
5ページの「青少年の日」の設定の「青少年が健やかに育つには、具体的に何をなす

べきか協議し、より具体的に提言することとしました。」とあるが｢具体的に｣と表現が
連続されて使われている。出来れば変えたいがいかが。 
○A委員 
 「具体的に何をなすべきか協議」の「具体的に」を取り、「より具体的に提言するこ
ととしました。」で最初「具体的に」はなくてよい。 
○D委員 
後半の「より具体的に提言することとしました。」の「具体的に」を取った方がより

解りやすいと思う。「具体的に」を標記したからこそ、それを提言したことになる。 
○A委員 
「具体的に何をなすべきか協議し、提言することとしました。」の方が適切な表現で

はないか。 
○委員一同 
異議なし。 

○座長 
 「今期の青少年問題協議会では、西東京市の青少年像（平成19年10月提言）にあるよ
うに青少年が健やかに育つには、より具体的に何をなすべきか協議し、提言することと
しました。」このように替えることとしたい。 
他に意見がなければ、この内容で提言書としたいがよろしいか。 

○A委員 
これはただ読んでいただくためのものではなく、市への提言ですからこういう形でよ

いと思う。 
○座長 
提言書ができあがりしだい座長と副座長で市長のところにいく。市長の日程等勘案し

ながら遅くならないように提出いたしたい。 
○A委員 
提言書を提出するにあたり、2人の議員にお入りになっていただいているのでお願い

したい。 
このたび、衆参両院で通った法案｢子ども・若者育成支援推進法」の中に、今回の提

言で指摘した内容が書かれている。基本的理念として「家庭・学校・職域・地域その他
の社会のあらゆる分野の構成員が青少年育成において果たすべく役割に応じ相互に協力
しながら一体的に取り組むこと。」と謳っている。丁度良い時期に提言書ができた。 
是非、西東京市の政策に反映していただくようにI委員とJ委員によろしくお願いした
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い。 
○事務局 
「子ども・若者育成支援推進法」補足説明 
○A委員 
 この会ではいろいろな関係機関からお越しになっていただいている。客観的に西東京
市をご覧になっていただいているので、こんなことを考え、こういう風にしたら良いの
ではないかというご意見などうかがいたいと思うがいかがか。 
○座長  
 それではB委員お願いしたい。 
○B委員 
 西東京市の青少年問題協議会・臨時会など、いろいろと目配りしながら活動されてい
る。いろいろなことに積極的に取り組まれ動きも活発であると感じている。 
○座長 
E委員いかがか。 

○E委員 
会議に2回出席したが、提言書もかなり具体的に細かいことまで踏みこんでいる。 
また、包み隠さず意見の交換が出来る会があるという事は重要であると思う。 

○座長 
 F委員お願いしたい。 
○F委員 
 前任から引き継いで後任として大田区より赴任してきた。青少年問題協議会に関する
会合は大田区ではなかった。 
西東京市はかなり突っ込んだ話まであり進んでいると思う。私自身も参考にさせてい

ただいている。 
 前回の会議ではほかの会議と重なり、ほかの者を参加させようと代理人を立てようと
したが断られたが。 
○事務局 
 代理出席が出来ないことに定められている。 
○座長 
 それでは青少年問題協議会として次期協議会に引き継いで欲しいことがあればうかが
いたい。 
○A委員 
 会合の中でそれぞれの分野の方々のお話をうかがい、情報を有効活用するためにお越
し願いたい。お越しいただければ、いろいろな情報が入り共有できる。 
今西東京市ではどんな問題が生じているかお互い把握できると思うが。 

○座長 
 何らかの形で情報が入るようにお願いしたい。 
○G委員 
 今年は青少年育成会との意見交換会ができ成果があった。 
○座長 
 意見交換会を開き青少年育成会が、地域の中でどういう事を行っているか、青少年問
題協議会がどういう活動を行っているかをお互い理解し、情報交換ができ成果があっ
た。 
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○H委員 
 青少年育成会自身、青少年問題協議会の役割を理解することができた。 
青少年育成会の方々にも青少年問題協議会ではどのような会議をおこなっているかを

広める必要がある。 
会議に参加してみて、青少年の問題をもっと知りたいと思うようになった。 
また、次の委員にも会議での内容を現場に下ろし活用できたらと願っている。 

○C委員 
 PTA関係の意見も聴ければと思う。 
○D委員 
 西東京青少年問題協議会は地域の中の青少年のことを話すということで現場に深く携
わっているいると思う。地域の中に、もっとこの協議会が入っていけばより活発な意見
を聞けると思う。 
○I委員 
 青少年育成会と2回交流してみて、青少年育成会だけではなく、保護司会・防犯協会
などほかの関係機関の方とも意見交換ができるよう、次の青少年問題協議会にお願いし
たい。 
 D先生のお話にあったが、地域すなわち現場にもっと入り込み、会議も年4回ではなく
臨時会など設けても良いと思う。 
○座長  
 皆様、貴重なご意見ありがとうございました。 
 今後やるべき課題がたくさんあることがわかった。 
○A委員 
 前に出された提言など監視機能を持ち、きちんと検証する必要がある。 
○G委員  
A委員の発言で「後の検証が大事である」といっていたことに賛同する。 

○座長 
 われわれがきっちり今まで検証してきたからこそ、青少年問題協議会で出た意見や提
言というものが、少しずつ具体化されつつある。 
今後も、検証を忘れないで次期委員の方にも引き継いでいきたい。 

 
以上にて終了。 

 

 


